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は
じ
め
に

　
東
京
経
済
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
高
校
と
の
連
携
活
動
と
し
て

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
。
以
前
は
入
試
を
中
心
と
す
る
関
わ
り

が
多
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
、
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
諸
活
動
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
既
に
多
く
の
大
学

で
取
り
組
ん
で
い
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
高
校
へ
の
出
張
講

義
、
高
校
生
に
よ
る
大
学
見
学
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
活
動

と
は
別
に
「
高
大
連
携
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
希
望
す
る
高
校
と

本
学
が
協
定
を
結
び
、
大
学
の
正
規
科
目
を
履
修
し
、
単
位
を
付
与

す
る
制
度
を
二
〇
〇
一
年
度
よ
り
開
始
し
た
。
本
稿
で
は
」
こ
の
高

校
生
に
よ
る
正
規
授
業
の
履
修
を
中
心
に
、
本
学
の
取
組
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

高
大
連
携
事
業
の
経
緯
と
現
状

　
現
在
、
東
京
経
済
大
学
で
は
「
高
大
連
携
教
育
協
｛
厘
に
基
づ
き
、

多
摩
地
域
を
中
心
と
す
る
一
二
の
高
校
と
高
大
連
携
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
従
来
の
入
試
に
重
点
を
置
い
た
関
係
だ
け
で
な
く
、
教
育
を

通
じ
た
関
係
を
模
索
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
二

〇
〇
一
年
度
に
都
立
国
分
寺
高
校
と
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
を
皮
切
り

に
、
そ
の
後
協
定
校
は
〇
二
年
度
に
二
校
、
〇
三
年
度
に
七
校
、
〇

四
年
度
に
一
〇
校
と
増
加
し
て
き
た
（
表
1
参
照
）
。
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　　　表1高大連携事業の締結校の推移

2001年度 1校 都　　立：国分寺高校

2002年度 2校 都　　立：国分寺高校、山梨県立：上野原高校

2003年度 7校 都　　立：国分寺高校、清瀬高校、福生高校、保谷高校、立川高校

山梨県立：上野原高校、私立：東京文化高校

2004年度 10校 都　　立：国分寺高校、清瀬高校、福生高校、保谷高校、立川高校、上

　　　　　水高校、羽村高校、東大和高校

山梨県立：上野原高校、私立：東京文化高校

2005年度 12校 都　　立：国分寺高校、清瀬高校、福生高校、保谷高校、立川高校、上

　　　　　水高校、羽村高校、東大和高校、豊多摩高校、府中東高校

山梨県立：上野原高校、私立：東京文化高校

　
協
定
を
締
結
し
た
高
校

の
生
徒
は
、
本
学
の
科
目

等
履
修
生
と
し
て
、
通
年

ま
た
は
半
期
で
開
講
さ
れ

る
正
規
授
業
の
履
修
を
認

め
、
出
席
状
況
や
定
期
試

験
の
結
果
等
を
も
と
に
所

定
の
水
準
に
到
達
し
た
場

合
、
単
位
を
認
定
し
て
い

る
。
大
学
の
正
規
の
授
業

を
受
講
し
て
単
位
認
定
ま

で
行
苫
川
が
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
の
模

擬
授
業
と
大
き
く
異
な
る

点
で
あ
る
。

　
毎
年
三
月
上
旬
に
、
開

講
科
目
と
授
業
内
容
等
を

紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
申
込
書
類
を
高
校
に
送

付
し
て
い
る
。
希
望
す
る

生
徒
は
四
月
初
旬
ま
で
に

高
校
を
通
じ
て
志
願
票
を

大
学
に
返
送
し
、
学
内
の
諸
手
続
を
経
て
、
履
修
が
正
式
に
決
定
さ

れ
る
。
履
修
で
き
る
科
目
数
は
一
人
年
間
三
科
目
（
半
期
科
目
は
六

科
目
）
と
制
限
を
設
け
て
い
る
が
、
履
修
に
あ
た
り
登
録
料
や
聴
講

料
な
ど
は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　
履
修
決
定
後
は
本
学
の
学
生
と
一
緒
に
講
義
を
受
講
し
、
授
業
中

の
小
テ
ス
ト
や
期
末
試
験
等
も
大
学
生
と
同
様
に
受
験
す
る
。
成
績

判
定
の
基
準
も
同
一
で
あ
る
。
受
講
後
は
、
高
校
に
成
績
通
知
表
と

単
位
取
得
証
明
書
を
送
付
し
て
い
る
。
取
得
し
た
単
位
は
、
高
校
に

よ
っ
て
は
「
選
択
科
目
」
等
の
単
位
に
認
定
さ
れ
る
他
、
当
該
学
生

が
本
学
に
入
学
し
た
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
本
学
の
単
位
と
し
て

も
認
定
し
て
い
る
。

　
開
講
科
目
は
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
、
現
代
法
学
部
の
四
学
部
の
専
門
科
目
と
教
養
教
育
に
相
当
す

る
全
学
共
通
教
育
科
目
か
ら
、
入
門
系
の
科
目
や
高
校
生
が
興
味
を

持
て
そ
う
な
科
目
を
中
心
に
、
毎
年
三
〇
科
目
前
後
を
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
近
年
は
延
べ
二
〇
人
弱
の
高
校
生
が
、

大
学
生
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
る
（
表
2
参
照
）
。
ま

た
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
は
、
八
月
半
ば
に
各
学

部
が
協
力
し
て
一
日
ず
つ
四
日
間
、
高
校
生
向
け
に
集
中
授
業
も
行

っ
た
。
集
中
授
業
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
度
の
場
合
、
高
大
連

携
校
の
生
徒
一
三
名
と
提
携
校
以
外
の
一
般
校
の
生
徒
一
三
名
の
計

二
六
名
の
参
加
を
得
た
。
．
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　　　　　　　　　表2　年度ごとの開講科目数と参加者数

年度
参加

者数

開講コマ数

経済学部 経営学部 コミュニケーション学部 現代法学部 全学共通科目

2001
一 4 7 5 6 8

2002 5人 3 6 3 4 2
2003 7人 7 7 5 3 3
2004 18人 1 9 1 3 16

2005 14人 6 5 3 3 23

　
高
大
連
携
事
業
の
目
的
と
し
て

は
、
高
校
側
と
大
学
側
の
双
方
で
い

く
つ
か
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
高
校

側
の
視
点
と
し
て
は
、

①
大
学
進
学
に
あ
た
り
学
問
イ
メ
ー

　
ジ
の
明
確
化
や
自
ら
の
進
路
を
考

　
え
る
材
料
と
し
て
大
学
を
体
験
で

　
き
る
。
大
学
入
学
時
の
ミ
ス
マ
ッ

　
チ
の
防
止
に
つ
な
が
る
。

②
専
門
的
な
授
業
を
体
験
す
る
こ
と

　
で
向
学
心
を
刺
激
し
、
学
習
意
欲

　
の
増
大
を
図
る
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
大
学
側
と
し
て
は
、

①
古
同
校
か
ら
大
学
へ
の
接
続
教
育
を

　
検
討
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り

　
が
得
ら
れ
る
。

②受

験
生
を
確
保
す
る
一
つ
の
有
効

　
な
手
段
に
な
る
。

な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
受
講
を
終
え
た
高
校
生
の
感
想
と

し
て
は
、
大
学
生
を
対
象
に
開
講
し

て
い
る
通
常

の
授
業
を
受

講
し
て
い
る

た
め
「
内
容

が
難
し
か
っ

た
」
と
の
意

見
も
寄
せ
ら

れ
る
反
面
、

「
高
校
と
大
学

は
全
然
違
う

と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
し
た
」

や
「
高
校
在

学
中
に
大
学

の
授
業
を
体

験
で
き
て
、

進
路
を
決
め

100周年記念館東

る
時
に
役
立
ち
ま
し
た
」
な
ど
、
連
携
の
成
果
を
う
か
が
わ
せ
る
感

想
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
高
大
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
高
校
に
つ
い
て
は
、
経

営
学
部
（
一
期
）
や
全
学
（
二
期
）
の
授
業
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
授
業
公
開
へ
の
案
内
状
送
付
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
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「虞
高
大
連
携
教
育
交
流
会
の
開
催

の撫燵
　
山
。
同
校
生
が
大
学
の
授
業
を
受
講
す
る
と
い
う
高
大
連
携
事
業
を
さ

｛
。
祠
ら
に
発
展
さ
せ
、
高
校
と
大
学
の
教
員
が
各
校
の
試
み
に
つ
い
て
意

学鰍
見
交
換
を
行
う
目
的
で
、
本
学
で
は
二
〇
〇
三
年
三
月
些
。
同
大
連
携

嵐
教
育
交
流
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
双
方
の
期
待
内
容
の
確
認
や

灘
高
大
連
携
教
育
の
可
能
性
を
追
求
し
た
独
自
の
取
組
と
言
え
る
。
こ

遡
　
　
の
交
流
会
で
の
意
見
交
換
を
ふ
ま
え
、
現
在
、
実
務
レ
ベ
ル
で
の
研

　
究
会
と
し
て
「
高
体
連
携
教
育
研
究
会
」
を
年
三
回
（
三
月
、
六
月
、

備
　
一
一
月
）
開
催
し
て
い
る
。
毎
回
、
高
校
の
教
育
現
場
の
実
情
や
大

整境
学
に
お
け
る
教
養
教
育
、
一
年
次
の
導
入
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、

報
高
校
美
学
側
そ
れ
ぞ
紮
報
告
を
行
い
、
情
報
と
意
見
の
交
換
を

修
行
っ
て
い
る
。
各
回
の
テ
ー
マ
は
、
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

の生学
●
「
親
か
ら
子
へ
、
祖
父
母
か
ら
孫
へ
、
i
戦
後
史
の
証
言
」
の
刊
行

集特　
　
高
大
連
携
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
両
親
や
祖
父
母
が
ど
ん
な
子

　
供
時
代
を
過
ご
し
た
か
を
、
高
校
生
が
聞
き
取
り
調
査
で
ま
と
め
た

　
冊
子
「
親
か
ら
子
へ
、
祖
父
母
か
ら
孫
へ
、
1
戦
後
史
の
証
言
」

　
を
二
〇
〇
五
年
一
月
に
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
協
定
高
校
と
本
学
の
教

　
員
が
研
究
会
の
場
で
議
論
を
重
ね
る
中
で
、
従
来
の
高
大
連
携
を
一

表3　高大連携教育交流会・研究会のテーマ

発表者
高校 大学

第1回 なし なし

第2回 なし なし

第3回 東京文化高等学校の平和教育とその実

践～沖縄修学旅行～

出前講義と高大連携

第4回 立川高校における総合的な学習の時問

一自分探しの旅一

2004年度高大連携の活動

第5回 新校づくりの夢と現実

　　　　　　　　　　　』

学生たちがカをつけるとき　ゼミナー

ルありのまま

第6回 進路指導計画のひとつの事例

一2年生を中心に一
インターンシップの実施状況

一東京経済大学経営学部流通マーケテ

イング学科＋

第7回 進路指導と総合的学習 21世紀教養プログラムについて

第8回 大学進学後の研究に必要な基礎学力の

養成について

学生参加による地域の活性化

第9回 進学重視型単位制高校としての歩みと

現実
TKUキャリア形成科目とキャリアセン
ターの取り組み
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歩
進
め
た
企
画
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
大
連
携
協
定
を

　
結
ん
で
い
る
都
立
高
校
四
校
（
上
水
、
羽
村
、
東
大
和
、
福
生
）
と

　
山
梨
県
立
上
野
原
高
校
、
東
京
文
化
高
校
の
六
校
の
高
校
生
が
、
本

　
学
の
堺
教
授
ら
が
用
意
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
も
と
に
、
二
〇
〇

　
四
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
両
親
や
祖
父
母
に
直
接
質
問
し
た
結

↑
果
（
計
六
交
枚
這
並
行
し
て
実
施
し
た
李
の
学
生
が
行
っ

飢
た
調
査
結
果
を
加
え
た
合
計
八
二
六
枚
を
集
計
・
分
析
し
た
も
の
で

に
携
あ
る
。
冊
子
は
三
部
構
成
で
、
第
一
部
は
生
活
や
文
化
、
遊
び
に
関

連献
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、
第
二
部
と
第
三
部
で
は

巣
調
査
さ
れ
た
側
（
両
親
・
祖
父
母
）
と
調
査
し
た
側
（
高
校
生
）
の

入編
コ
メ
ン
ト
を
自
由
論
述
形
式
で
綴
っ
て
い
る
。
生
徒
の
多
く
は
、
祖

犠
父
母
や
両
親
と
対
話
し
、
知
ら
な
か
っ
た
部
分
を
発
見
し
た
驚
き
や

換

糊
　
喜
び
と
共
に
、
い
ま
の
時
代
を
再
検
証
す
る
よ
う
な
感
想
を
記
し
て

　
い
る
。
本
冊
子
の
発
行
は
、
他
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
高
大
連
携
と

　
ひ
と
味
違
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
あ
り
、
新
聞
各
紙
で
も
取
り
上
げ

備整
ら
れ
た
ほ
か
、
高
校
訪
問
の
際
に
話
題
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
高
大

境環
連
携
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
と
言
え
る
。

学修の
今
後
の
課
題

生学
．
　
開
始
か
ら
六
年
が
経
過
し
た
本
学
の
高
大
連
携
事
業
で
あ
る
が
、

集特
い
く
つ
か
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
高
校
生
が

大
学
の
授
業
を
継
続
的
に
受
講
す
る
こ
と
の
時
間
的
な
厳
し
さ
で
あ

る
。
高
大
連
携
向
け
の
授
業
は
、
高
校
の
授
業
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ

よ
う
、
主
に
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
五
限
（
四
“
二
〇
～
五
一
五
〇
）

や
土
曜
日
に
開
講
さ
れ
る
授
業
を
対
象
に
し
て
い
る
。
し
か
し
高
校

の
所
在
地
に
よ
っ
て
は
五
限
で
あ
っ
て
も
授
業
開
始
時
刻
に
や
っ
と

間
に
合
う
状
態
で
あ
る
。
ま
た
部
活
動
や
塾
な
ど
で
恒
常
的
に
は
十

分
な
時
問
を
と
れ
な
い
高
校
生
も
多
い
。
こ
の
こ
と
が
参
加
者
の
少

な
い
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
高
校
側
か
ら
の
要
望
と
し
て
も
、
単

位
修
得
を
中
心
と
す
る
連
携
よ
り
も
、
授
業
見
学
等
の
体
験
を
希
望

す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
開
講
科
目
に
つ
い
て
は
、
現
状

は
各
学
部
で
高
校
生
向
け
の
科
目
を
吟
味
し
決
定
し
て
い
る
が
、
提

携
校
や
高
校
生
の
関
心
の
多
様
化
を
反
映
し
て
、
さ
ら
な
る
拡
大
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
本
学
の
時
間
割
配

当
や
履
修
者
数
の
制
約
な
ど
、
実
現
ま
で
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
の
点
と
し
て
、
高
校
側

か
ら
は
、
高
校
生
が
参
加
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
た
め
、

何
ら
か
の
形
で
入
試
と
リ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
な
い
か
と
の
意
見
も
根
強

く
存
在
す
る
。

　
高
大
連
携
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
高
校
側
の
二
ー
ズ
に

応
え
る
や
り
方
で
連
携
を
進
め
る
と
共
に
、
他
大
学
に
み
ら
れ
な
い

独
自
の
試
み
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
鋭
意
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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